　Ⅵ　危険等発生時対処要領例　　　　　　　  　　　 　　　
	  本校の危険等発生時対処要領



                                              　　　
  （注）　この対処要領の中の人数・時間・回数等につい　　　　  ては、標準（基準）として示すものではないので、　　　　学校の実態に合わせて設定してください。
                     　　  ○○市立○○小学校
　
　　＊＊　○○市立○○小学校の設定　＊＊
	  教職員数　　　２２名
  児童数　　４００名
	　校長 １名、　教頭 １名、  教諭・講師 １６名、  養護教諭 １名、
  事務職員 １名、  栄養教諭 １名、  用務員 １名
　各学年２学級、　特別支援学級１学級、  計　１３学級

	  施設・設備

	　◎　門扉があり、登下校時以外は校門を閉めるなどして、敷地や　　　校舎への入口を、管理可能なものに限定している。
　◎　防犯カメラや通報システム等、正常な作動を確認している。

	  教職員の組織活動

	  ◎　教職員は、「教職員カード（名札）」を付け、緊急時の情報伝　　　達のため、「笛」を常時携帯することになっている。
　◎　学期に１回「学校安全の日」として、ＰＴＡの協力を得て、　　　不審者侵入を防ぐことを着眼とした校内巡回と安全点検を行っ　　　ている。
　◎　毎月15日を「安全点検の日」と定め、校内各所の安全点検を
　　行い、改善が必要な場合は速やかに改善する。
　◎　保護者には、年度当初に「保護者カード(名札)｣を配布してい      る。
  ◎　登下校の安全確保を図るため、保護者、ボランティアの協力
　　を得て見守り活動を行っている。
  ◎　学校を取り巻く安全上の課題は、時代や社会の変化に伴って変　　　わるものであり、本校の危険等発生時対処要領については、年度　　　毎や必要に応じて見直しや改訂等を行っている。
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